
 

 

やまびこ座・こぐま座継続被災地支援事業 

『福島県への継続文化支援活動』 

『福島支援伝統人形芝居公演』報告書 

１ 日 程   2012年１２月１４日（金）～１２月１６日（日） 

 

２ 場 所   福島県福島市、郡山市内（仮設住宅、高齢者施設、古民家など） ７会場７公演 

 

３ 参加劇団  さっぽろ人形浄瑠璃芝居あしり座（10名） 

        八王子車人形西川古柳座(1名) 

        竹本信乃太夫 

        鶴澤弥栄 

 

４ 助 成   赤い羽根「災害ボランティア・ＮＰＯ活動サポート募金」 

 

５ 公演スケジュール及び写真報告 

※公演数：7会場7公演  観客数合計５０７名 

 

月/日（曜） 開演時間 会場 公演プログラム 観客数 

12/14（金） 

14：30 

福島市南矢野目応急仮設住宅 

南集会所 

福島県福島市南矢野目中谷地33 

『八王子車人形西川古柳座公演』  

「三番叟」 

「日高川入相花王 渡し場の段」ほか 

太夫：竹本信乃太夫 三味線：鶴澤弥栄 

３５名 

18：30 

旧佐久間邸 

福島市佐倉下字加藤7-6 

TEL.024-546-3948 

『八王子車人形西川古柳座＆ 

さっぽろ人形浄瑠璃芝居あしり座公演』 

「二人三番叟」（あしり座） 

「東海道中膝栗毛 卵塔場の段」（車人形） 

「日高川入相花王 渡し場の段」 

 太夫：竹本信乃太夫 三味線：鶴澤弥栄 

９０名 

15（土） 

14：00 

特別養護老人ホームみほた 

郡山市三穂田町鍋山字前原250-2 

 TEL.024-964-0123 

『さっぽろ人形浄瑠璃芝居あしり座公演』 

「二人三番叟」 

「壺坂観音霊験記 山の段」 

太夫：竹本信乃太夫 三味線：鶴澤弥栄 

８８名 

14：00 

特別養護老人ホームおおつき 

郡山市大槻町字西勝ノ木5-1 

 TEL.024-962-3939 

『八王子車人形西川古柳座公演』 

「三番叟」 

「東海道中膝栗毛 卵塔場の段」 

「日高川入相花王 渡し場の段」 

１２０名 

19：30 

郡山市中央図書館 視聴覚ホール 

郡山市麓山1丁目5-25 

 TEL.024-923-6616 

『八王子車人形西川古柳座＆ 

さっぽろ人形浄瑠璃芝居あしり座公演』 

「二人三番叟」（あしり座） 

「日高川入相花王 渡し場の段」 

 太夫：竹本信乃太夫 三味線：鶴澤弥栄 

７０名 

16（日） 

13：00 

正眼寺 

福島市森合字一盃森14 

TEL.024-5572751 

『さっぽろ人形浄瑠璃芝居あしり座公演』 

「二人三番叟」 

「壺坂観音霊験記 山の段」 

太夫：竹本信乃太夫 三味線：鶴澤弥栄 

６０名 

13：00 

福島市松川工業団地第一応急仮設

住宅サポートセンターあづまっぺ 

福島市松川町金沢字地蔵田1-1 

『八王子車人形西川古柳座公演』 

「三番叟」 

「東海道中膝栗毛 卵塔場の段」 

「日高川入相花王 渡し場の段」 

４４名 



 

 

『八王子車人形西川古柳座公演』《福島市南矢野目応急仮設住宅南集会所》 

☆幕開きは被災地復興を願っての「三番叟」    ☆「東海道中膝栗毛」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆終演後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『八王子車人形西川古柳座＆さっぽろ人形浄瑠璃芝居あしり座公演』《旧佐久間邸》 

☆開演前                        ☆被災地復興を願っての「二人三番叟」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆人形解説 

 

 

 



 

 

☆「日高川入相花王」車人形＆あしり座コラボレーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆終演後は、お客様とのコミュニケーションTIME 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『さっぽろ人形浄瑠璃芝居あしり座公演』《特別養護老人ホームみほた》 

☆被災地復興を願っての「二人三番叟」        ☆三番叟練り歩き 福を蒔きます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

☆「壺坂観音霊験記 山の段」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『八王子車人形西川古柳座＆さっぽろ人形浄瑠璃芝居あしり座公演』 
《郡山市中央図書館 視聴覚ホール》 

☆被災地復興を願っての「二人三番叟」        ☆人形解説 

 

 

『さっぽろ人形浄瑠璃芝居あしり座公演』《正眼寺》 

☆挨拶                        ☆被災地復興を願っての「二人三番叟」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

☆「壺坂観音霊験記 山の段」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

☆終演後の人形とのふれあい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《除染現場》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
☆「初めて人形浄瑠璃を観ました！」「こんな貴重なものを間近で観ることができて本当に幸せでした！」など、たくさ

んの喜びの声を頂いた。終演後は、人形の周りに自然と人が集まりました。地域の方々が大勢でお芝居を楽しむことで、

そこに会話が生まれ、交流があり、自然と笑顔になっていました。その笑顔を見ることができ、本当に良かったと心から

思います。 

帰る途中、公園の除染作業の現場を見ました。福島の現実を目の当たりにし、１日も早く心穏やかに過ごせる日が来る

ことを願わずにはいられません…。 


